




Means of the Appreciation to Link the Creativity of the Infant to the 
High Molding Expression
Yukio TOMA
キーワ ドー：幼児の造形表現　鑑賞活動  教材開発





















































































































































































































































































































































































































































































































































　鑑賞作品として、写真 19 の紀元前 2,500 年
頃インドで出土された「地母神」を選んだ理由
は、このテラコッタで造られた像の表現方法
が、子ども達が粘土で形を作る特徴に類似して
いるからである。子ども達は粘土で遊ぶ時、粘
土を転がしながら球をつくったり、棒状のひも
づくりを楽しむ。この像は、粘土の固まりと球、
ひもづくりで制作されている。宇宙人のような
顔は、球体を少しつぶして目となり、くちびる
は球を少し長く伸ばして貼り付けている。人体
のバランスから考え腕が大変長く表現されてい
る。幼児の表現の特徴である全体のバランスを
無視し、自分の印象深いところを誇張するよう
に作られている。幼児は、素直にこの像のもつ
素晴らしさに気づくことができると思われる。
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写真19　紀元前2,500年頃
インド出土　「地母神」
　鑑賞時の発問としては、
「これは何で作られてますか？」　「粘土」
「これは粘土で作って焼いたテラコッタという
のだよ。」
「この像を見てどのように感じますか？」
　「宇宙人みたい」「動物か人か区別がつかない」
「先生は人だと思うけど、女・男どちらだと思
う？」　「おっぱいがあるから女だと思う」
「この人は何をしているところだろ？」
「髪の毛を洗っていると思う」
「どうしてそう思うの？」
　「お母さんが頭を洗っている時、こんな感じ
だもん」
「髪の毛ごしごししている感じ出ているよね。」
　鑑賞後、粘土遊びの制作に入る。
「今日は、今見た像のように何かをしている人
を粘土でつくる遊びをします。」
「サッカーしている人でも、ボールを蹴ってい
る人、キーパーでボールをとめてる人などいろ
いろいるよね。好きなかたちでいいですよ。」
 写真20　粘土遊び作品参考例「なかよし」
Ⅳ　まとめ
　今年度の研究は、過去の実践から幼児の造形
活動にどのような鑑賞作品を活用し，どのよう
に鑑賞活動をしながら造形表現に展開したら良
いのかを教材開発した。
　アーチストの作品や民族芸術、原始美術など
幼児の表現に類似し、子どもにインスピレー
ションを与えるものを鑑賞作品として選び出し
た。
　幼児対象の鑑賞活動のため、できるだけ現場
の保育者が活用しやすくなるよう考え、発問形
式で鑑賞作品のもつ造形要素が読み取れるよう
に工夫をした。予想される子ども達の発言も記
したが、決して誘導的に発言を求めている訳で
はない。自由なやりとりの中で、子どもが主体
的に気づくことが望ましい。
　今年度の研究は、幼児が自ら主体的に造形表
現活動ができるよう鑑賞活動から表現に結びつ
ける一連の流れを教材開発したが、実際にここ
で示した鑑賞活動から造形表現に展開する手立
てについて、検証を行っていない。今後保育現
場で実践し検証したいと考えている。有効であ
ることが検証できれば、保育現場での造形表現
活動の多様性に対応できるように鑑賞教材と関
連づけた造形活動をより多く開発していきたい
と考えている。
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